
耐塩性酵母 について (第 4報)

奈良漬材料とその製造工程中における微生物の動態
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･8)にすでに報告 した.好塩酵母に関する研究は国

内では野田産研の大西 9)を始め大阪府大の大亦 1α,

愛知県食品工試の好井ら11)の報告があけ最近では大
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に分類 した.これらの分離辞母は殆んど野生酵母に

属 し, を形成しない特徴より 

属酵母で栄養細胞は比較的小形なるにつれ耐
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KYllの菌株
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アミンの効果が大なる事を報告 している.又,徳島 ビ状の出現より菌の分離依頼を受け,撰択培地を用

工誠の富 田 )刃は耐浸透圧性酵母 (Osmo T LoruopsIS属菌種

であることを確認 した.これらの菌株の特徴として

いて分離検討 したところ耐塩性のltoerance-

)に関する研究で赤色辛口味噌より 

s r xiiK1 菌株を分離 し,この菌株は3℃,022ou

tyeass

ycem

-S h 0accar

通常の有胞子酵母 (真正酵母)よりも培餐温度が比

%において生育可能で 4%において最大

の発育を認めた.又馴化により2-2 / Cl添加 そのほかの食品類にもおそらく広く出現されており,0Nao42

較的高温なる為,夏季に出現 されたものと考えられNaC10-18

培地中でも発育可能なことを報告 しており,又富田 その対策にせまられている食品工場の多いことが予

･福永川は同菌株を用いてNaClの対温度保護作 用 想される.そこでこれらの分離菌株の由来を調査す

について興味ある報告をしている.欧文雑誌でも最 るために昨年 6月から10月にかけ畑地土壌,白瓜,

塩墳加工工程,下溝から上演,製品に至る醸造工程近の研究ではBR
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中の微生物の動態と分離された菌株の特徴として食e°f iox】ht 】ysu

lgucoseの醸酵性,生育温度,高食塩,高

糖濃度 (耐浸透圧)条件における栄養細胞の動態を

塩存在下のの me 添加量4 /O00iumdose)xy において
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%で達せられることを報告 し

d KyuNIOらは酵母の耐塩性 染色法で追跡すると共に膜透過の Na

るKの関連性について知見を得たので発表する.
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1.粕-,7醸 試料は粕漬製造工程中の欝即ち上

B,中潰( j場漬(A),上演() C),下漬(t)の4種を用いそのicstne
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の Naイオン濃度とNaの取り込みとの関係に関する 試料とした. 
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)として使用した.染色液をあらかじめカバー55～ .場へ輸送後の塩瓜 (E1の 2) 種について実施 した. 

畑地土壌及び白瓜

はあらかじめ保温と土壌中の瓜病原菌防除の為黒色 これをスライドグラス上にふせた後余分の液を涯紙

ビニールを敷き,瓜苗を移植 してあるため瓜と土壌 で吸いとり鏡椎する.染色時間は 3-5分までとし

とは隔離されている.そこで畑地土壌(G)の採集につ 死滅細胞は青色に,生括細胞は染色 されか .ゝなお

3. 上記畑地土壌の表面に グラス上に滴下し約%量の菌体をとり良く混和する.

いて地表から1-1 について実施 した.白瓜は径 

-1 ,長さ2-3 の末熟成で組織のかたい瓜0cm
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母菌体についても同様の染色 を行い染色 されること

を確認 して試験酵母と鏡椎対比 した.F(を用い,その表皮より中心部にむかって50gの試)
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は3℃で72時間培養後の菌体を使用 した. 

luxifn- の試験 に

lの溶液にて溶解)を添加 した.粕漬啓より

酵母の分離にはme Na

相当量の食塩が含まれているので食塩が 1%に満た 前報 8)より細胞内へのNa,Kの取 り込みについて

2 +,K+の測定方法iumd lを用いた.尚,試料中には

は m2を用い,カビ類は m3を用いた.me me
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iud

01

は特に記載をき場合は,乾燥菌体 1gに相当する菌
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体を蒸溜水にて 1回洗浄し,蒸溜水 2Rを含む高濃

度懸濁液を用いB のme lh で 

5分間菌体 を破砕 し,4 0r 0分遠心分離

て得られた上澄液中のNa

濃度とみなし,細胞外 Na,K+濃度は me

m4,酸化細菌の分離培地を し
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呼吸活性は柳本自記呼吸酸素測定装置 P 100型

を用い,反応セル 3m2中にN 

)に懸濁 した菌体 l e2 

Rを加え3℃にて測定 した. 

た.培地中の食塩濃度は常法の如く食塩無添加を対

0

huram

称とし,更に食塩濃度 2%,高食塩濃度1%におけ

る醸酸性について D 醸酵管並びにV字管で確

15リン酸緩衝液 Hp(

P,基質 1/10M

5認 した.先ず試験培地に2mRを醸酵管 (外管 10× 

)に入れ殺菌後 1mβ /糖液の 60o Ⅲ 実験結果及び考察mm

SelOn

2mm

r

1

(

,内管50×6

aff 原素材の由来について

8045m.4

のみ120a/)を添加する.これに麦芽汁斜

面寒天上で2時間前培養した酵母殺菌水 Rに1 奈良漬は低食塩濃度 -2( 5%)で短期間漬込ん

だ即席演や浅漬と異なり長期間貯蔵出来る二次加工
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漬物である.その工程には塩漬カ日工工程,粕漬工程

があり原料瓜から製品に至る醸造期間は1-1ケ月

01m.

2
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ell Rとなる如く懸濁 したもの
 

℃に保ち1, 2,4, 6, 8,1
 6

Rを接種 した. 

,1,20および 

24日後,管を振遺 して内管中のガス蓄積量または指

示薬の色の変化で確認 した. taeを限度としている. Pl lの 1は徳島県板野郡監

生活細胞及び死滅細胞の染色判別 住町における奈良漬原料瓜即ち,白瓜 (桂白瓜)の

先ず染色液として o/0200.
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栽培写真である.収栓は毎年 6-7月に行われ組織

の堅い末熟成の瓜である. Pl lの 2はその白瓜

でありPl lの 3の如 く収撹当日瓜をたて割にし10.

2

0m0
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樹と比べ低い事が予想される.そこで先ず畑地土壌内容物 を除去 Ll昼夜 20%食塩水にて浸漬 した後 

Pl lの 4の塩漬加工に入る.塩漬は現地農家でtae と瓜 (桂白瓜)のmi について根討 した. そf】croora

Fi F Gの結果を に示 した. は瓜であり は畑地土1g.の地下コンクリー ト槽にて食塩濃度2-2%で 3

6ケ月間貯蔵する.その間,瓜細胞液の脱水と食塩
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の細胞肉への浸透がおこなわれ,脱水作用により原

)
l
DCa
l壌である.分離菌株は梓菌 ( 日1,球菌 (

カビ類 

cocci),

,)dsloum( 酵母菌類 tyeass( )の 4種に区別

形質の分離現象を起こし細胞は死滅 し瓜の組織は或 した.畑地土壌(G)における梓菌及び球菌は106-108 

)F

/g,カビ類の1

に比べいちじるしく多い.瓜(ではこれと/g.

Hces

Hee s

/6 Hces0 gであり酵母の 1-2る程度柔軟になり一定のrB]さを保持する.塩潰 され

た瓜は柏漬工程即ち下演から順次上場演へと移動 し

脱塩 される.これとは逆に酵 (即ち酒粕 6:味淋柏 は逆に球菌,カビ類が急激をる減少を示 した. しか

4) は上揚演から下演へと移動 しその間,相中の化 し乍ら酵母菌類においては畑地土壌から瓜になるに

学的組成成は微生物等による酵素作用により特有な /sc-0つれ1 ell gと急激な増加現象を示 し桂白瓜には

奈良漬とそる. 酵母菌頬が生育可能な環境と在ることがわかった. 
lorateasY sf

畑地土壌(G)から桂白瓜 (F),塩漬 (E)更に粕漬工程 

(D-下漬,C-中漬,B-上演,A一上場漬)に

2g.loratyeas至る各工程における sf をFl

即ちGからFに従いその数も急激に増加 しEでは食

塩により淘汰 され食塩耐性の比較的高い株のみ生存

するものと思われる.E2は現地での塩漬でありElは

現地より粕漬工場へ移動 し保存中の瓜である.即 ち, 

E.に於ては工場内の耐塩性酵母菌類が天井,容器,

空気中等より混入したものと思われE2に比 し増加を

示 した.塩漬後の瓜は次の粕漬工程 Dに移動する.

に示 した.
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即ちこの工程には食塩耐性の高い酵母菌類が多く原

料瓜,塩漬から由来するものと,上揚演から柏の移

lorafCOrMI

白瓜栽培においては他のイチゴビニール促成栽培

動に伴い耐性の高いものが存在するものと思われる. 

A工程では酒粕昧淋柏から由来する食塩耐性の低い

と同様畑地土壌 と白瓜とは黒色塩化ビニールによっ

て断遮 されている.ブドウや他の果樹頬の果皮に生

育する微生物は土壌から直接由来されるが白瓜にお
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酵母菌類が多く,中間B,Cの工程ではA, D工程

の両方,更に粕漬原料瓜の漬け替え中に混入する酵

母菌頬等で属,種共に多種多様の結果を得た.

帯群性糖類の醗酵試験

酵母の同定には生理的特徴として先ず醸酵性糖類

の醸酵能が同定の li
am
Key	

genus

となっている F yCr -py

erm

lspece	

lgucos,

tococaceaeの或る 

糖類を醸酵 しか ､ものもあり ef

の Sの菌株では全く

ittenaon

domla

】ucosei tceaceae

が 1つの指標になっている.一般にはF miyEn

では g の醸醇は程んどの菌株でも認

-

ispeces	

tpepone

ionttnaerl tacosめられ, ef me が認められか ､ 

の菌株が多い.糖頬醸酵試験では一般には , 

teas

ugar
es
t txrac
yeaste ,t ts の組成で試験 され,食塩

無添加で実施 されるのが通常である.Wlldy の

DCBA E

es.roc

les 
ac

Sa

r)(∩

EI2 F

mp

aine hp ess

G ように食塩に対 して多様性の esponsesgrowthr を示

す菌株では糖類醸酵試験に食塩の存在の有無が必要

teasi2g.F .Y と考えられ,食塩無添加の培地と食塩低濃度 (2%) 
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は培地のNa濃度を20mMに一定 

に変化 させたときの細胞内 

mM,40mM～ 0へとK濃度の減少とと

もに細胞内Na濃度は増加 し,K濃度 0では細胞内Na

mMと明らかに細胞内Na濃度は K濃度により

は培地の報告がある･ 

たNa, Kについては No

中の 

山螺

Naの細胞内への取込み

いことを上野 

に低濃度 

Eは細胞内と細胞外に解 り込まれた 
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℃と異なる結

ellに至る過程を確認する

ために接種後経略的にその追跡試験を行いその結果 

に整理 した. 

耐塩性,嫌塩性ともに細胞内へのNaの取込みは

て細胞内への 

加により減少する傾向を示 した. 

7	 培地中のK濃度が低い程細胞内 K/N

o 
t	 

性ではK+の増加 に伴 って呼吸活性が減少 し 
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